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ウチダザリガニは病気をうつす！：皇嘉

◆ザリガニペスト（ザリガニカビ病）

アメリカから導入されたウチダザリガニですが、 実はザリガニペストと呼

ばれる病気を持っていました。 ウチダザリガニ自身はその病気に耐性を持っ

ているため、 死んでしまったりすることはありません。 しかし、 耐性のない

ザリガニが感染してしまった場合、 死んでしまう可能性が高いのです。 この

病気は、 ミズカビの一種で、 ザリガニカビ病とも呼ばれています。 ウチダザ

リガニがヨ ー ロッパに侵入した際は、 この病気が原因で在来種が激減したり

絶滅してしまった事例がいくつも報告されています。 この病気は、 室内実験

ではニホンザリガニにも感染し、 死亡させてしまうことが確かめられていま

す。 実際に、 野外でこの病気が原因でニホンザリガニが死んでしまっている

という状況は確認されていませんが、 知らぬ間に絶滅してしまった生息地も

存在するのかもしれません。

◆ザリガニペストを拡散しないために

私たちがウチダザリガニの生息する水系に、 調査や駆除活動、 釣りなどを

するために入った場合、 ミズカビの胞子を長靴や道具に付着させてしまう可

能性があります。 ミズカビの胞子は水分があればある程度の時間は生存する

ことができます。 その為、 生きたミズカビの胞子を付着させたまま他の水系

にはいってしまった場合、 意図せずザリガニペストを拡散させてしまう可能

性があります。 そのような事態は防がないといけません。 具体的な方法とし

ては、 ウチダザリガニの生息する

水系で使用した長靴や網などの道

具はしっかりと洗浄·消毒するこ

とです。 ミズカビは乾燥にも弱い

と言われているため、 乾燥させる

ことも有効な方法です。 ザリガニ

ペストを私たちの手で蔓延させな

いように十分注意しなければなり

ません。

▲消毒風景
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